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　沖縄における物流効率化の推進については、沖縄地方総合物流施策推進会
議において、①共同集配システムの導入等による陸上貨物輸送の効率化、②物
流拠点及び物流支援ネットワークの整備、③国際物流機能の整備・充実、④物
流分野における情報化の推進の４項目を重点事項とした「沖縄における物流効
率化推進アクションプログラム」の策定を平成11年6月に行いました。 
　運輸部においては、「共同集配システムの導入等による陸上貨物輸送の効率
化」の実現に向けて取り組んでおり、平成10年度、平成11年度に那覇から北部
地区向け貨物の共同輸送実験事業を行いましたので、その概要を紹介します。 

　
離
島
県
沖
縄
に
と
っ
て
生
活
、産
業
物

資
の
安
定
供
給
・
確
保
等
を
含
め
た
物
流

効
率
化
へ
の
取
組
み
は
、極
め
て
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸

上
貨
物
輸
送
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
現
在
、沖
縄
本
島
北
部
地
区
に
お
い
て

は
、貨
物
の
集
配
拠
点
の
集
中
す
る
那
覇
・

浦
添
地
区
か
ら
の
距
離
の
長
さ
、個
々
の

運
送
事
業
者
の
配
送
に
よ
る
積
載
効
率

の
低
さ
か
ら
く
る
非
効
率
な
輸
送
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、共
同
輸
送
事
業
推

進
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
、そ
の
他
取
組

課
題
の
円
滑
な
解
決
方
法
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
、平
成
十
年
度（
航

空
貨
物
）、平
成
十
一
年
度（
海
上
貨
物
）に

那
覇
か
ら
北
部
地
区
向
け
貨
物
の
共
同

輸
送
実
験
を
行
い
ま
し
た
。 

   

平
成
十
年
度 

 

①
事
業
名 

　
航
空
貨
物
に
よ
る
北
部
地
区
共
同
輸 

送
の
実
験
事
業 

②
対
象
地
区 

　
恩
納
村
及
び
金
武
町
以
北 

③
事
業
の
期
間 

　
平
成
十
年
十
月
五
日
〜
十
二
月
四
日

（
二
ヶ
月
間
） 

④
事
業
の
概
要 

　
北
部
向
け
の
航
空
貨
物
に
つ
い
て
、那

覇
空
港
か
ら
大
型
車
両
で
名
護
市
の
共

同
輸
送
セ
ン
タ
ー
に
輸
送
し
、六
地
域
に
仕

分
け
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
配
送
を
行
い
ま

し
た
。 

平
成
十
一
年
度 

①
事
業
名 

　
海
上
貨
物
に
よ
る
北
部
地
区
共
同
輸 

送
の
実
験
事
業 

②
対
象
地
区 

　
恩
納
村
及
び
石
川
市
以
北 

③
事
業
の
期
間 

　
平
成
十
一
年
十
月
一
日
〜
十
一
月 

三
十
日

（
二
ヶ
月
間
） 

 

④
事
業
の
概
要 

　
北
部
向
け
の
海
上
貨
物
に
つ
い
て
、那

覇
市
の
共
同
輸
送
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
、北

部
向
け
三
地
域
に
仕
分
け
を
行
い
、そ
れ

ぞ
れ
配
送
を
行
い
ま
し
た
。 

  

　
航
空
貨
物（
平
成
十
年
度
）、海
上
貨

物（
平
成
十
一
年
度
）い
ず
れ
の
実
験
に
お

い
て
も
、程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
北
部
向

け
配
送
車
両
の
軽
減
、配
送
時
間
等
の
短

縮
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、道
路
混

雑
の
緩
和
、二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ

ス
軽
減
に
よ
る
環
境
問
題
等
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
本
来
、海
上
貨
物
に
お
い
て
も
、「
航
空

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
」の
よ
う
な
那
覇
港
に

隣
接
す
る
施
設
や
北
部
の
共
同
配
送
施

設
に
お
い
て
、集
荷
仕
分
け
作
業
が
行
え

れ
ば
、効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、那
覇（
空
）港
に
隣
接
す
る

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、北
部
中
継
物
流
拠
点
の
施
設
面
の

充
実
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

　
沖
縄
本
島
中
南
部
の
物
流
効
率
化
に

つ
い
て
は
、貨
物
の
六
割
近
く
が
集
中
す
る

那
覇
を
中
心
と
し
た
都
市
部
に
お
い
て
共

同
輸
送
実
験
を
行
い
、陸
上
貨
物
輸
送
の

効
率
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

目
的 

1

実
験
事
業
内
容 

「
愛
称
／
や
ん
ば
る
路
共
同
輸
送
実
験
」 
2

今
後
の
課
題 

4

実
験
事
業
結
果 

3

沖
縄
本
島
に
お
け
る 

共
同
輸
送
の
推
進
に
つ
い
て 
運輸部 

北部地区共同輸送のイメージ 

那覇地区 北部地区 

現状 

実験 
（海上貨物） 

将来的な 
共同輸送の 
イメージ 

非効率 

CO2、NOx交通渋滞 

配送エリアの重複 

1
2
3

N
〜 

1
2
3

N
〜 

セ
ン
タ
ー 

3コース 
設定 

1
2
3

N
〜 

セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー 

6～7 
コース 
 

そ の 4

Business

Report



13Muribushi May2000 12MuribushiMay2000

　沖縄における物流効率化の推進については、沖縄地方総合物流施策推進会
議において、①共同集配システムの導入等による陸上貨物輸送の効率化、②物
流拠点及び物流支援ネットワークの整備、③国際物流機能の整備・充実、④物
流分野における情報化の推進の４項目を重点事項とした「沖縄における物流効
率化推進アクションプログラム」の策定を平成11年6月に行いました。 
　運輸部においては、「共同集配システムの導入等による陸上貨物輸送の効率
化」の実現に向けて取り組んでおり、平成10年度、平成11年度に那覇から北部
地区向け貨物の共同輸送実験事業を行いましたので、その概要を紹介します。 

　
離
島
県
沖
縄
に
と
っ
て
生
活
、産
業
物

資
の
安
定
供
給
・
確
保
等
を
含
め
た
物
流

効
率
化
へ
の
取
組
み
は
、極
め
て
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸

上
貨
物
輸
送
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
現
在
、沖
縄
本
島
北
部
地
区
に
お
い
て

は
、貨
物
の
集
配
拠
点
の
集
中
す
る
那
覇
・

浦
添
地
区
か
ら
の
距
離
の
長
さ
、個
々
の

運
送
事
業
者
の
配
送
に
よ
る
積
載
効
率

の
低
さ
か
ら
く
る
非
効
率
な
輸
送
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、共
同
輸
送
事
業
推

進
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
、そ
の
他
取
組

課
題
の
円
滑
な
解
決
方
法
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
、平
成
十
年
度（
航

空
貨
物
）、平
成
十
一
年
度（
海
上
貨
物
）に

那
覇
か
ら
北
部
地
区
向
け
貨
物
の
共
同

輸
送
実
験
を
行
い
ま
し
た
。 

   

平
成
十
年
度 

 

①
事
業
名 

　
航
空
貨
物
に
よ
る
北
部
地
区
共
同
輸 

送
の
実
験
事
業 

②
対
象
地
区 

　
恩
納
村
及
び
金
武
町
以
北 

③
事
業
の
期
間 

　
平
成
十
年
十
月
五
日
〜
十
二
月
四
日

（
二
ヶ
月
間
） 

④
事
業
の
概
要 

　
北
部
向
け
の
航
空
貨
物
に
つ
い
て
、那

覇
空
港
か
ら
大
型
車
両
で
名
護
市
の
共

同
輸
送
セ
ン
タ
ー
に
輸
送
し
、六
地
域
に
仕

分
け
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
配
送
を
行
い
ま

し
た
。 

平
成
十
一
年
度 

①
事
業
名 

　
海
上
貨
物
に
よ
る
北
部
地
区
共
同
輸 

送
の
実
験
事
業 

②
対
象
地
区 

　
恩
納
村
及
び
石
川
市
以
北 

③
事
業
の
期
間 

　
平
成
十
一
年
十
月
一
日
〜
十
一
月 

三
十
日

（
二
ヶ
月
間
） 

 

④
事
業
の
概
要 

　
北
部
向
け
の
海
上
貨
物
に
つ
い
て
、那

覇
市
の
共
同
輸
送
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
、北

部
向
け
三
地
域
に
仕
分
け
を
行
い
、そ
れ

ぞ
れ
配
送
を
行
い
ま
し
た
。 

  

　
航
空
貨
物（
平
成
十
年
度
）、海
上
貨

物（
平
成
十
一
年
度
）い
ず
れ
の
実
験
に
お

い
て
も
、程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
北
部
向

け
配
送
車
両
の
軽
減
、配
送
時
間
等
の
短

縮
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、道
路
混

雑
の
緩
和
、二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ

ス
軽
減
に
よ
る
環
境
問
題
等
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
本
来
、海
上
貨
物
に
お
い
て
も
、「
航
空

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
」の
よ
う
な
那
覇
港
に

隣
接
す
る
施
設
や
北
部
の
共
同
配
送
施

設
に
お
い
て
、集
荷
仕
分
け
作
業
が
行
え

れ
ば
、効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、那
覇（
空
）港
に
隣
接
す
る

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、北
部
中
継
物
流
拠
点
の
施
設
面
の

充
実
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

　
沖
縄
本
島
中
南
部
の
物
流
効
率
化
に

つ
い
て
は
、貨
物
の
六
割
近
く
が
集
中
す
る

那
覇
を
中
心
と
し
た
都
市
部
に
お
い
て
共

同
輸
送
実
験
を
行
い
、陸
上
貨
物
輸
送
の

効
率
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

目
的 

1

実
験
事
業
内
容 

「
愛
称
／
や
ん
ば
る
路
共
同
輸
送
実
験
」 

2

今
後
の
課
題 

4

実
験
事
業
結
果 

3

沖
縄
本
島
に
お
け
る 

共
同
輸
送
の
推
進
に
つ
い
て 

運輸部 

北部地区共同輸送のイメージ 

那覇地区 北部地区 

現状 

実験 
（海上貨物） 

将来的な 
共同輸送の 
イメージ 

非効率 

CO2、NOx交通渋滞 

配送エリアの重複 

1
2
3

N
〜 

1
2
3

N
〜 

セ
ン
タ
ー 

3コース 
設定 

1
2
3

N
〜 

セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー 

6～7 
コース 
 

そ の 4

Business

Report


